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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、弔辞を一定の社会的機能と表現様式をもった言語資料としてとらえ、それが読
まれる社会・文化的背景及びその変遷について、歴史社会言語学の方法論により、分析・考
察したものである。論文の構成は、第 1 章で研究の枠組みを示し、第 2 章～第 3 章で他言
語との比較を含めた共時的分析を行い、第 4 章～第 7 章で明治期以降の他ジャンルの言語
資料との比較を含めた通時的分析を行う。以下、各章の概要を記す。 
 第 1 章「研究の枠組み」では、先行研究をもとに、現在に通じる弔辞が葬送儀礼の近代化
によって発生・定着したものであることを述べ、その言語資料としての性格及び資料の収集
方法について述べる。 
 弔辞は、明治期には葬列を中心として営まれていた葬儀が、その後の近代化の流れの中で、
告別式という式場空間で執り行われるようになった際、儀式の一要素として読まれるよう
になったものである。告別式が行われる葬儀とは、一般庶民を対象としたものではなく、戦
没者、研究者（教育者）、著名人（作家・詩人・芸能人）といったその死が社会的な意味を
もつ人物を対象として営まれるようになったものであり、弔辞はそうした人物の功績を顕
彰する機能を持つことから、単に式場で読み上げられるだけでなく、追悼録等に収録され記
録として残される場合がある。本論文では、活字資料として残された明治期（1890 年代）
から現在（2000 年代）までの弔辞 770 通を収集し、それをすべて文字入力し、タグ付した
オリジナルのデータベースにより、調査・分析を行う。 
 第 2 章「弔辞の談話構造とコミュニケーションスタイル」及び第 3 章「弔辞談話の対照
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研究」では、共時的視点から弔辞談話の分析の枠組みと分析例を示す。 
 式辞スピーチの一種である弔辞は、導入部・主題部・結び部という展開構造を持ち、導入
部では「開始挨拶」、主題部では「故人の説明」と「今後の話」、結び部では「終了挨拶」が
述べられる。また、スピーチ一般のコミュニケーションスタイルを、政治演説のような「一
対多のコミュニケーションスタイル」と、結婚式の祝辞のような「主役」となる人物（新郎
新婦）を直接的な受け手とし、参列者を傍参与者とする「オープンコミュニケーションスタ
イル」に大別したうえで、直接的な受け手を「主役」と参列者の間で切り換える「切り換え
型コミュニケーションスタイル」を設定し、日本の弔辞の多くがこの「切り換え型コミュニ
ケーションスタイル」を取ることを指摘した。さらに、こうした弔辞談話の分析の枠組みを
用いて日本語・中国語・韓国語・英語の弔辞談話を分析し、中国語・韓国語の弔辞談話は日
本語と同様に「切り換え型コミュニケーションスタイル」を取るが、故人を直接の受け手と
する発話の割合は日本語では高く、中国語・韓国語では低いこと、英語の弔辞談話は「一対
多のコミュニケーションスタイル」を取り、故人を直接的な受け手とする発話は行われない
ことを明らかにした。 
 第 4 章「弔辞の文体変化」及び第 5 章「人物説明文における「君」」では、通時的視点か
ら弔辞談話に見られる言語変化をたどる。 
 本論文で扱う 1890 年代から 2000 年代にかけての弔辞資料には、文語体から口語体への
文体変化が観察されるが、その時期は 1950 年代であり、変化の過渡期には口語体を基調と
しながら慣用的なフレーズでのみ文語体形式を用いるという混淆が見られること、弔辞の
文体変化の時期が新聞・雑誌と比べて約 20～30 年遅れることを明らかにした。また、文語
体の弔辞には、故人を指す語として「君」が多用されるが、弔辞で用いられる「君」には、
「呼称」（対称詞）の用法のみならず、「故人の説明」の中で話題の人物として故人を指す「言
及称」の用法が認められる。こうした「言及称」の「君」は、明治・大正期の新聞・雑誌の
人物紹介文にも認められ、本来は「くん」と読むものであったはずであるが、当時の資料に
は「きみ」のルビが振られているものがあり、弔辞では「言及称」の「君（くん・きみ）」
と対称詞の「君（きみ）」の混在・混同が生じた。現在の弔辞でも、「故人の説明」の中で「言
及称」として「あなた」が用いられることがあるが、これは弔辞の文体が口語体に変化した
後に、「言及称」の「君」が「あなた」に置き換えられたことによるものであることを指摘
した。 
 第 6 章「弔辞における霊魂語彙の使用」及び第 7 章「社会変動と英霊の使用」では、弔辞
に多用される霊魂語彙に焦点を当て、その変遷を言語変化と社会変動の両面から考察する。 
 弔辞では、故人を指す語として「英霊」「御霊」「尊霊」といった「霊魂語彙」が多用され
るが、このうち「英霊」は戦後になって急激に使用数が減少する。これは一見「英霊」が戦
没者を指す語であることによるように思われるが、実際の減少の時期は終戦直後ではなく
1950 年代にも使用例が認められ、それは戦没者を指すものではない。「英霊」は、「冀クハ
英霊来リ饗ケヨ」といった文語体の「「享受」の祈りフレーズ」の中で慣用的に用いられる
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ことが多く、1960 年代以降、この「「享受」の祈りフレーズ」が弔辞に現れなくなることに
より、「英霊」も用いられなくなることを明らかにした。また、「英霊」は、本来は「すぐれ
た人あるいはその霊魂」を表す語であったが、日清戦争以降に「死者の美称」として用いら
れるようになり、さらに日中戦争以降に戦没者を指すものとして多用されるようになるこ
とを、小説・新聞・雑誌などの弔辞以外の資料の調査により明らかにした。「英霊」に生じ
た変遷は、戦争という社会的な事象が語の意味を変え、文体変化という言語的な事象が語の
使用頻度に影響することを示す事例と言える。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
論文審査の口頭試問で焦点となったのは、資料の位相性に関することと、本論文が立脚す
る歴史社会言語学の方法論についてであった。 
 本論文で扱い得た弔辞とは、活字資料として記録された範囲のものであり、「公人」に対
するものという限定がある。一方で、こうした記録には残されない弔辞もあり得るが、そう
した「私人」に対する弔辞のあり方という葬送儀礼の位相性については、本論文では十分な
言及が行われていない。この点については、現在に通じる弔辞が、葬送儀礼の近代化の流れ
の中で、「公人」の葬儀に設けられた告別式で読まれるようになったものに端を発するもの
であることから、特に通時的分析を行うにあたっては、「公人」に対する弔辞に限定するこ
とには妥当性があることが確認された。 
 また、本論文では、前半（第 2 章～第 3 章）で共時的分析を行い、後半（第 4 章～第 7
章）で通時的分析を行っているが、通時的分析が「歴史」を扱うものであることは了解でき
るものの、現在「社会言語学」の名の下に行われている研究は多種多様であるのに対して、
本論文で取った社会言語学的なアプローチについては、各章での分析において個別に述べ
るにとどまっている。共時的分析においては、談話分析の手法を適用した「ミクロ」なレベ
ルのアプローチが取られ、通時的分析においては、言語変化の背景にある社会変動に着目し
た「マクロ」なレベルのアプローチが取られているが、それを踏まえて本論文の取る社会言
語学的アプローチについて、包括的に述べる必要はあったであろう。 
 こうしたいくつかの課題は指摘されるものの、位相を限定したうえで共時的分析・通時的
分析のいずれにも堪え得る資料を独自に収集したうえで、既存のコーパスをも駆使して実
証的な研究成果をあげていること、また、歴史社会言語学という新しい研究分野（個別研究
でこれに該当するものは古くから存在したが、言語研究の一分野として着目されるように
なったのは最近のことである）を開拓する意欲的な研究としての価値は十分に認められる。 
 これまで弔辞は、社会学などの分野で取り上げられることはあったが、日本語研究の資料
として扱った先行研究はなく、本論文の取り組みは、新たな研究資料を開拓し、その意義を
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学界に知らしめるインパクトのある研究だと言える。研究資料の独自性のみならず、分析の
枠組みと調査項目にも新規性が認められ、本論文によって新たに得られた知見が随所に見
られ、今後の発展性も大いに期待される。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
